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Abstract: In this paper we study the effect of combining digital textbooks and e-Learning. Our research indicates that

the main drawback to maintaining e-Learning is the ease with which the learners make use of the technology. This is

particularly difficult for those who are not computer literate. To overcome this we developed a web based learning

platform to combine digital textbooks and e-Learning. A comparative test carried out between two groups of learners

showed that the proposed platform enhanced and encouraged e-Learning. Those using the proposed platform showed

improved language skills and had, on average, a significantly higher rate of homework completion.
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1．問題の所在
筆者の学部では10年ほど前から，中国語教

育の効率化のために，大学設置基準に定める

「授業外学修」の時間を利用して， e -

Learningによる自宅学習を義務付けている[1]．

教室での対面学習と自宅でのe-Learningを組

み合わせたブレンド型学習により，限られた

授業時間をより有効に活用しようという取り

組みである．

e-Learningを導入する際に常に問題とな

る，学習の継続性をいかに保証するかという

問題については，

①教員がインターネットを通じて学生の学

習状況を遠隔管理し，成績に反映させる．

②脱落しそうな学生に対しては，システム

に内蔵した携帯電話用のメーラー機能に

よって個別指導を行う．

など，運用面および技術面での保証を行って

きた．その結果，毎回授業の後にe-Learning

による授業外学修の課題を完了した者の割合

（以下，これを「授業外学修達成率」と呼ぶ）

は，第一外国語クラスではほぼ100％に達し

ている．

筆者の学部では，二年次の後期に７言語圏

10ヶ国15大学のいずれかに留学するStudy

Abroad プログラムを実施しており，中国語

を第一外国語とする学生は中国への留学が義

務付けられている。こうした中国語学習への

モティベーションの高さも，授業外学修達成

率を高める一因となっている．

その一方で，中国語を第二外国語とするク

ラスでは，上記①，②の対応だけでは，充分

な効果は上がっていない．昨年度，ブレンド

型学習を導入した第二外国語の３クラスを調

べたところ，前期を通じての授業外学修達成

率は３クラス平均で54.0％に留まっていた．

各クラスの内訳は，クラス１（受講生16名）

が58.0％，クラス２（受講生24名）が51.1％，

クラス３（受講生12名）が53.0％．担当教員
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が進んでいるが，総務省が2010年度から始め

た「フューチャー・スクール推進事業」では，

2015年までにすべての児童・生徒に「学習者

用デジタル教科書」を利用するための情報端

末を配布する方針で，2010年度から10億円の

予算をかけて，全国の公立小学校10校で実証実

験を行っている[3]．また，文部科学省も2010

年４月に「学校教育の情報化に関する懇談会」

を設置し，その下に「デジタル教科書・教材，

情報端末ワーキンググループ」を設け，産学

官の連携によるデジタル教科書の普及を推進

している．

海外では，韓国の教育科学技術部（わが国

の文部科学省に当たる）が，今年６月29日に

「スマート教育推進戦略」の一環として，

2015年までにすべての小中高にデジタル教科

書を導入すると発表している[4]．

こうした内外の動きを踏まえ，本学では

2010年度から，中国語の「学習者用デジタル

教科書」の開発を始めた．はじめに学内の６

学部で使用している共通テキストの改訂に合

わせて，デザインの大幅な変更を行った．図

１は新，旧テキストの版面を比較したもので

ある．タッチパネルでの利用を考慮して文字
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は異なるが，テキストやシラバスはすべて共

通である．

2．デジタル教科書とe-Learning
のシームレスな統合

なぜe-Learningを継続することができない

のか．学生へのヒアリングを通じて明らかに

なったのは，e-Learningを継続できない学生

の多くが，パソコンの操作に不慣れなため，

e-Learningそのものに強い抵抗感を持ってい

ることである．

第一外国語の学生であれば，留学準備のた

め，パソコンの操作が苦手であってもe-

Learningに慣れようと努力するが，第二外国

語の学生にはそうした差し迫った目標がない

ために，操作上のちょっとしたつまづきがe-

Learningの継続を妨げているのである．

こうしたe-Learningに対する抵抗感を和ら

げるため，筆者の研究室では，デジタル教科

書とe-Learningをシームレスに統合したシス

テムを開発することにした．

デジタル教科書とは，文部科学省によれば，

「デジタル機器や情報端末向けの教材のうち，

既存の教科書の内容と，それを閲覧するため

のソフトウェアに加え，編集，移

動，追加，削除などの基本機能を

備えるもの」を指し，教員が電子

黒板等に提示して指導するための

「指導者用デジタル教科書」と，学

習者が個々の情報端末で学習する

ための「学習者用デジタル教科書」

に大別される[2]．

本学が開発したのは，この後者

に当たる「学習者用デジタル教科

書」である．

わが国では，小中学校を中心に

「指導者用デジタル教科書」の導入 図1 テキストの旧版（左）と新版（右）
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のポイントを拡大し，新たにカラー図版187

枚を加えた．

これをもとに開発したのが，図２（左）の

デジタル教科書である．紙のテキストに近い

デザインと機能を持たせるために，①ページ

デザインにはテキストの版下を利用し，②タ

ブレットPC上でのタッチ操作によるページ

めくりを可能にした．さらにデジタル化のメ

リットを活かすため，③テキストの文字や図

版をクリックすると音声や動画を再生した

り，④図版に付された文字の表示・非表示を

切り替える機能を追加した．

文部科学省の「教育の情報化ビジョン」で

は，将来的にはデジタル教科書をクラウド・

コンピューティング技術を活用して配信する

ことが構想されているが[5]，本学が開発した

デジタル教科書もこの方式を採用している．

図２（右）はデジタル教科書の開発に合わ

せて改良したe-Learningである．デザインと

ユーザーインターフェイスをデジタル教科書

に合わせて改良した他，両者の連携について

も工夫を加えた．

旧来のシステムでは，学生は

①　紙のテキストとCDを使って

復習をした後，

②　パソコンでe-Learningのペー

ジにログインし，

③　学習範囲を設定した後，

④　パソコンの入力システムを

中国語に切り替え，

⑤　e-Learningを行う，

という煩雑な手順が必要であ

った．

一方、新しいシステムでは、

デジタル教科書で復習すると，

各課の最後のページが自動的にe-

Learningのログイン画面に切り替る．第何課

を復習していたかという情報も，このとき自

動的にe-Learning側に伝えられるため，学生

はシステムの切り替えや学習範囲の設定をす

る必要なく，両者の間をシームレスに移動す

ることができる．本学の共通テキストは，１

回の授業で１課が終わるよう編集されている

ため，このe-Learningでの学習が，毎回の授

業外学修となるのである．

パソコンが苦手な学生にとっては，中国語

入力システムのセットアップや切り替えの煩

雑さもe-Learningの継続を妨げる一因とな

る．このため，新しいシステムにはピンイン

（声調記号つきアルファベット）や簡体字の

入力に必要な中国語入力システムが内蔵され

ており，煩雑な準備作業なしにe-Learningを

始めることができるようになっている．

さらにサーバー側では，学生がどのような

端末を利用しているかを自動判定し，コンテ

ンツの最適化を行っている．このため，通常

のパソコンのほか，iPhoneやiPadなどでも利

用が可能である．

図2 デジタル教科書（左）とe-Learning（右）
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本学の外国語科目では，大学設置基準に従

い，毎回の授業ごとに１時間以上の授業外学

修を義務付けているが，もし現在利用してい

るe-Learningの宿題がなかった場合，どの程

度これを実行するか，という質問である．

これに対し，「かならず行う」または「ど

ちらかといえば行う」と答えたものは計13％，

逆に「どちらかといえば行わない」または

「まったく行わない」と答えたものは計44％

であった．

潜在的には13％に過ぎなかった授業外学修

達成率が，91.3％にまで上がったこと，これ

が今回導入したシステムの第一の意義と言え

よう．

では，これを実際に利用した学生たちは，

その学習効果をどのように評価しているのだ

ろうか．

表２はそのアンケート結果である．このシ

ステムが中国語学習に「とても役立っている」

3．シームレスな統合の成果
デジタル教科書とe-Learningのシームレス

な統合は，第二外国語クラスの授業外学修達

成率の改善にどの程度効果があったのだろう

か．

図３は，今年度，新たなシステムを導入し

たクラス（2011年度前期クラス１）と，冒頭

に紹介した昨年度の３クラス（2010年度前期

クラス１～３）の授業外学修達成率を比較し

たグラフである．昨年度の３クラスの授業外

学修達成率の平均が54.0％であったのに対

し，今年度は平均91.3％と，37.3％も改善して

いる．

また，今年度は東日本大震災の影響で前期

授業の開始が遅れ，e-Learningによる授業外

学修も第３回目からとなったが，昨年度の学

期当初に見られたような極端な低迷もなく，

順調なスタートとなっている．

論文誌 ICT活用教育方法研究　第14巻　第１号　2011年11月

4．受講生アンケートの結果
平均91.3％という高い授業外学修達成率を

達成した今年度の学生たちであるが，もしこ

のようなシステムを導入していなかったとし

たら，彼らはどの程度授業外学修を行ったの

だろうか．

この点を確認するため，同クラスの受講生

23名を対象に，表１のようなアンケートを行

った．

図3 第二外国語クラスの授業外学修達成（%）

表1 受講生アンケート（１）

Q１現在行っているe-Learningの宿題がなかった

場合，あなたは毎回の授業ごとに1時間以上の

予習または復習を行いますか？

かならず行う（ほぼ毎回） １名（４％）

２名（９％）

10名（43％）

８名（35％）

２名（９％）

１

２

３

４

５

どちらかといえば行う（授業回数

の３分の２以上）

どちらともいえない（授業回数の

半数程度）

どちらかといえば行わない（授業

回数の3分の1以下）

まったく行わない（数回程度また

は０回）
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と答えたものは91％，「どちらかといえば役

立っている」は９％，両者をあわせると受講

生全員が肯定的な評価を行っている．

授業外学修が必ずしも自発的なものでなか

ったとはいえ，学習を継続する中で，学生自

身がその効果を実感したこと，これがその第

二の意義と言えよう．

5．結論と課題
e-Learningを導入する際に常に問題となる

のが，学習の継続性をいかに保証するかとい

う問題であるが，今回の実験結果からは，デ

ジタル教科書とe-Learningとをデザインやユー

ザーインターフェイス，あるいは両者の連携

においてシームレスに統合すれば，e -

Learningだけを導入する場合に比べて，はる

かに高い継続性を実現できることが確認され

た．

また，受講生アンケートの結果からは，こ

うしたシステムを利用することで，自発性が

高くない学生でも授業外学修の継続が可能で

あること，また，それを継続する中で，学生

自身が学習効果を実感することが明らかにな

表2 受講生アンケート（2）

Q２デジタル教科書とe-Learningの宿題は，

あなたの中国語学習に役立っていると

思いますか？

とても役立っている

どちらかといえば役立っている

どちらともいえない

どちらかといえば役立っていない

まったく役立っていない

21名（91％）

２名（９％）

０名（０％）

０名（０％）

０名（０％）

１

２

３

４

５

った．

今回はサンプル数が少なかったために，ど

のような学習効果があるのかを測定すること

はできなかったが，今後は実験に参加するク

ラス数を増やし，その具体的な学習効果につ

いても検証していきたい．
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